














（ 1 ） a.  There is a book on the desk.


















（ 2 ）a.  Their conclusions contradicted each other. 
































 （1Q84－ 1 ：293）
 b.  しかし病原菌は生きていますし、刻々自らを強化し、進化して
います。 （1Q84－ 2 ：140）
 c.  「そうですか、それはいけません。眠れない夜というのは往々に
して、人につまらないことを考えさせるものです。いかがです、
しばらくお話ししてよろしいでしょうか？」 （1Q84－ 2 ：133）
 d.  女教師は肯いた。「何度もあります。信仰の迫害があるという
ことで、ご両親は度々学校に抗議にみえました。
 （1Q84－ 3 ：207）
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 e.  天吾はその前、十月に二度ばかり、休みの日に日帰りで千倉の
療養所を訪れていた。早朝の特急に乗ってそこに行き、父親の
ベッドのそばに座り、時々話しかけた。しかし応答らしきもの








(word formation) の一種であるが6 ）、その中には同じ二つの語基の重複
によって形成される〈畳語〉といったものがある。畳語が単なる「同一
語基の反復」であるとするならば、それはMartinet (1962, 1970) の言う〈言
語の経済性＝最小労力〉(economy of language) 7 ）に反する言語行為にな
るであろう。しかし、畳語形にすることによって得られる効果について
考えてみると、畳語は単なる「形態の反復」ではないことが分かる。例
えば、Jespersen (1925: 217-218) には “reduplication” について、次のよう
な一節が見られる（太字による強調、下線は引用者）。
Common to all mankind again is a fondness for reduplications. There are 
various kinds of them, from the case in which the whole word is repeated 
to the strengthen the effect (‘very, very glad’, ‘this too too solid fl esh’) to 











Sapia (1921: 79) には “reduplication”について、次のような記述が見られ
る（太字による強調、下線は引用者）8 ）。
Nothing is more natural than the prevalence of reduplication, in other 
words, the repetition of all or part of the radical element. The process is 
generally employed, with self-evident symbolism, to indicate such concepts 
































ネシア語族（例えば、Makassar 語や Dayak 語など）に、（ⅳ）は Samoa 

















a. N＋N → 複合名詞：多数性を表す。（人-びと、家-いえ、村-むら）
b. N＋N → 複合名詞：頻度を表す。（時-どき、常-づね、日-び）
c. V（用）＋ V（用） → 複合副詞：シナガラ・シツツの意味を表す。（泣
き-なき、生き-いき、思い-おもい）

















































（ 4 ） 彼は観光地にも遊園地にも行ったことがなかった。日曜日は朝から
夕方まで、父親とともに知らない家々のベルを押し、出てきた人に




（ 5 ）a.  父方の祖父は福島県の出身で、その山の中の小さな町だか村だ
かには、青豆という性をもった人々が実際に何人かいるという
ことだった。 （1Q84－ 1 ：12-13）
 b.  どうしてかと言いますと、世間にはエネーチケーの受信料を払
うまいと心を決めた方々がたくさんおられるからです。 
 （1Q84－ 2 ：98）
 c.  ところが、雨期のさなかに、ある夜突然雲が切れ、星々が輝く


















（ 6 ）a.  「私は常々、見かけだけで人を判断したくないと思ってるの。そ
れで失敗して後悔したことが前にあるから。 （1Q84－ 2 ：55）
 b.  老婦人は慎重に言葉を選ぶ。「私は前々から、あなたを冷静で、
論理的な考え方をする人だと思ってきました」  
 （1Q84－ 3 ：160）




た。 （1Q84－ 1 ：209）
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 b.  児童公園に着いたのは七時七分前だった。あたりは既に暗く、
水銀灯がむらのない人工の光を狭い公園の隅々に注いでいた。 
















（ 8 ）a. 髪は薄くなりかけているが、顔立ちは若々しい。 （1Q84－1：345）
 b.  大型トラックが強力なヘッドライトを抜け目なく路上に光ら
せていた。その向こうにある海は泥のように黒々としていた。
 （1Q84－ 2 ：207）
 c. 煙を深々と吸い込んだ。しかし煙草には味がなかった。 






























（ 9 ）a. 「あの人たちって誰のこと？」と天吾は尋ねた。  
 （1Q84－ 1 ：183）




























無言のまま見守っていた。 （1Q84－ 1 ：27）
 b.  十月十六日には北海道夕張の炭坑で大きな事故が起こった。地
下千メートルの採掘現場で火災が発生し、作業をしていた五十
人以上の人々が窒息死した。 （1Q84－ 1 ：191）
 c.  しかし彼らは僕らに対して何もできなくても、そのかわりに、
僕らのまわりにいる人々に対して何かをすることはできる」と
天吾は尋ねた。 （1Q84－ 2 ：266）
 d.  ハイヒールを履いて大股で高速道路を歩いていく彼女の姿を、











てやってくる人々も増えてきた。 （1Q84－ 1 ：226）




てきた。全部で六人。 （1Q84－ 2 ：402）
 c.  そのカメラで午河は、玄関を出入りする人々を何人かためしに
撮影してみた。 （1Q84－ 3 ：264）
 d.  玄関の照明が灯り、その黄色い明かりの下を通過していく人々





































ンドと遊んでいるような余裕はない」 （1Q84－ 1 ：297）
 b.  小説の執筆を日々続けるかたわら、頼まれていた雑誌用の短い



































（14）a. the snows of Kilimanjaro （池上, 2000：163）
 b. the sands of the desert

























インドネシア語族において、Makassar 語で、 balla は「家」で、 
balla-balla は「小家」、Dayak 語の karahak は「残り」・「はした」など
の義で、 karaharahak は「少しの残り」・「ほんのはした」といふほどの義、


































wǒ zhǐshì wènwèn méiyǒu jiù hǎo







gěi wǒ yīdiǎn shíjiān nàme shénme xīnrìběnxuéyìzhènxīnghuì ràng wǒ cháchá kàn








wǒ dào wàibian zǒuzǒu Tīanwú shuō




wǒ shuō Tīanwújūn wǒ zhǐshì súibiàn xiǎngxiǎn go zhè zhǒng jiǎshè néngbùnéng chénglì ne















nǐ huíjiā hǎohǎode wènwèn zìjǐ ba







xièxiè tīng nǐ zhème yī shuō wǒ jiù fàngxīn la
thank listen you so a bit say I feel relieved-PART
“喂，我们昨天夜里都干了些什么，你不想详细听听吗？”
wèi wǒmēnzuótiān yèlǐ dōugàn-le xiē shénmenǐ bù xiǎngxiángxì tīngtīng ma
hello we yesterday at night all do-PERF some what you not think detailed listen-PART
“下次再听吧。”青豆说，［……］，“下次找个机会听你仔细说说。［……］
xiàcì zài tīng ba Qīngdòu shuōxiàcì zhǎo gè jīhuì tīng nǐ zǐxì shuōshuō













qǐng nín huā diǎn shíjiān kǎolǜkǎolǜ






qǐng nǐ hǎohǎo kǎolǜkǎolǜ



































































Jespersen (1924: 188) は、
 The corresponding syntactic distinctions are singular and plural, which are 
found is most languages, while some besides the ordinary plural have a dual, 





種類と品詞表示 数 16. 広 ［々副］ 5 32. 渋 ［々形動］ 2 48. 重 ［々名］ 1
1. 人 ［々名］ 328 17. 別 ［々名］ 5 33. 細 ［々副］ 2 49. 銘 ［々名］ 1
2. 我 ［々代］ 178 18. 若々しい［形］ 5 34. 深 ［々副］ 2 50. 毒々しい［形］ 1
3. 時 ［々名］ 94 19. 荒々しい［形］ 4 35. 前 ［々名］ 2 51. 雄々しい［形］ 1
4. 日 ［々名］ 64 20. 刻 ［々名］ 4 36. 丸 ［々副］ 1 52. 朗 ［々形動］ 1
5. 様 ［々名］［副］ 53 21. 個 ［々名］ 4 37. 度 ［々名］ 1 53. 延 ［々形動］ 1
6. 偶 ［々副］ 51 22. 堂 ［々形動］ 4 38. 昔 ［々名］ 1 54. 端 ［々名］ 1
7. 徐 ［々副］ 30 23. 往 ［々名］ 3 39. 納 ［々副］ 1 55. 星 ［々名］ 1
8. 次 ［々副］ 19 24. 節 ［々名］ 3 40. 多 ［々名］ 1 56. 千 ［々名］ 1
9. 色 ［々副］ 18 25. 淡 ［々形動］ 3 41. 騒々しい［形］ 1 57. 早 ［々副］ 1
10. 隅 ［々名］ 18 26. 近 ［々名］ 3 42. 半 ［々名］ 1 58. 嬉 ［々形動］ 1
11. 黒 ［々副］ 8 27. 月 ［々名］ 3 43. 山 ［々名］ 1 59. 神 ［々名］ 1
12. 黙 ［々名］ 7 28. 常 ［々名］ 3 44. 各 ［々名］ 1 60. 弱々しい［形］ 1
13. 着 ［々副］ 6 29. 家 ［々名］ 2 45. 翌 ［々語素］ 1 61. 猛々しい［形］ 1
14. 生々しい［形］ 6 30. 重々しい［形］ 2 46. 汲 ［々形動］ 1 合計＝974例
15. 方 ［々名］ 5 31. 口 ［々名］ 2 47. 軽 ［々副］ 1




















8） Jespersen (1922: 404) にも関連する記述が見られる。
 In fact, reduplication, be it of syllables or of consonants, generally has that 
character in languages. One finds it in perfective tenses, in intensive or 
















































































16） 因みに、『日国 2 』の「同質」の意味記述を見ると、「二つ以上の物事や人
などの性質、実質が同じであること」を表すと記述されている。



















































24） “N･J･F･A･S･A”は “New Japan Foundation for the Advancement of Scholarship 
and the Arts” の略字である（英語訳〈1Q84〉参照）。









































数と複数をめぐって―」『學習院大學國語國文學會誌』58，pp. 1 -19. 
禹旲穎（2015b）「複数形の用法をめぐる考察－Jespersen の “normal plural” と 















語の記述文法を目指して－』 くろしお出版，1997，pp. 107-122 に再録］
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About the Functions of Reduplicated Words
WOO, Daeyoung
Research into the repetition of a sound to create a single word, that is 
reduplicated words, has focused mainly on the consideration of onomatopoetic 
words and word forms. This study, however, expands the scope of the research 
beyond this familiar territory.
After reviewing previous researches, and analyzing reduplicated words in 
Japanese, the primary factors that serve as clues for reduplicated words are 
narrowed down to the following: Plurality, Iteration and Emphasis. These three 
factors are examined based on the examples drawn from “1Q84” by Haruki 
Murakami, to show that it is possible for Emphasis category to have a subordinate 
category. While for the categories of Plurality and Iteration, it has become clear 
that the difference in whether to consider the time dimension is deeply concerned 
to understand the meaning.
Ando (1935) says reduplicated words have a Contracting function, and this is 
seen in Indonesian language family, too. This paper shows that an explanation 
similar to Ando’s idea of Contraction function is also seen in Chinese language.
（日本語日本文学専攻　博士後期課程 3 年）　
